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令和６年度（２０２４年度）３Ｒ啓発チラシについて 

１ 令和６年度（２０２４年度）３Ｒ啓発チラシ（案） 

 ⑴ 市公式ＬＩＮＥの普及 

   令和６年（２０２４年）４月より市公式ＬＩＮＥにて、ごみ・資源の出し方を検索す 

  ることが可能となるため登録を促し、より一層のごみ減量及び資源化を図るもの。 

※東海なびの配信は、令和６年（２０２４年）６月末で廃止予定。 

 ⑵ プラスチック資源の分別収集 

   プラスチック使用製品の一括回収の実施後もリチウムイオン電池をはじめとした小

型充電式電池が原因となる発火事故は発生していないが、引き続き適正な回収方法の

周知に尽力する必要がある。また、日常の業務で問い合わせが多い内容の周知を含め、

より一層のプラスチックの資源化を図るもの。 

【問い合わせ内容】 

 ・金属部分の許容範囲 

 ・プラスチックの汚れ具合 

 ⑶ ボトルｔｏボトルの取り組み 

   令和６年（２０２４年）４月より、ペットボトルの水平リサイクル「ボトルｔｏボト 

ル」に取り組むため、その制度を紹介する。また、ごみ集積場所へ排出されるペットボ 

トルには、依然としてラベル及びキャップの取り忘れが見受けられるため、適正な資

源化を促すもの。 

【参考】４月以降のペットボトルのリサイクル 

 
  



２ 

２ 過去３年の３Ｒ啓発チラシについて。 

 ⑴ 令和３年度（２０２１年度） 

ごみ分別アプリの普及 プラスチックごみの削減 食品ロスの削減 

   

 ⑵ 令和４年度（２０２２年度） 

ごみ分別アプリの普及 プラスチックごみの削減 水きりの推進 
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 ⑶ 令和５年度（２０２３年度） 

ごみ分別アプリの普及 プラスチック資源の分別収集 食品ロスの削減 

   

 


